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ニアショアリング戦略

南北アメリカ大陸の中央に位置するコロンビア。ラ
テンアメリカへの進出や事業移転を検討するうえで、
その地理的優位性が大きな判断材料となることは間違
いないが、コロンビアが誇る高い競争力はロケーショ
ンのよさにとどまるものではない。

コロンビアは、太平洋と大西洋の２大海洋に囲まれ
るという恵まれた地理的条件により、北米、中南米、
カリブ海域の枠を超え、アジアや欧州にも開かれたグ
ローバル経済の玄関口・中継地となる可能性を秘めて
いる。

この利点を活かし、経済活性化に向け現在政府が推
進しているのが、ニアショアリングに活路を求める外
国企業の誘致だ。これは、ラテンアメリカにおけるプ
レゼンスの拡大・強化を図る世界中の企業の進出を促
し、「ビジネス立国」としてのコロンビアの地位を確立
する取り組みで、政府はこの政策のもと、生産コスト、
サプライチェーン、消費者へのアクセスといったあら
ゆる側面において、進出企業に最大限のメリットをも
たらす「価値ある投資」を促進している。

この「ニアショアリング戦略」の遂行にあたっては、
新規投資を促す「レッドカーペット（VIP対応）によ
る個別援助」、「特定のセクターや地域における優遇措
置の拡充」、「サプライチェーンの再構築と市場へのア
クセス向上を模索する多国籍企業の誘致」という３本
柱が主軸に置かれており、特に、非在来型再生可能エ
ネルギーの拡大、地方における通信網などのインフラ
拡充、第４次産業革命に向けた人材育成、環境問題
への対処、最先端技術を用いた全土にわたる交通シス
テムの構築など、国が優先的に推進する分野でのイン
センティブ付与や行政支援を強化している。

コロンビアを世界の輸出プラットフォームとすべく、
いわば「輸出企業の輸入」を目指すニアショアリング
戦略の舵を取るのは、政府機関として国の投資誘致、
輸出促進、観光振興を担うわれわれコロンビア投資貿
易観光振興機構（PROCOLOMBIA）である。

PROCOLOMBIA総裁のフラビア・サントロは、「昨
今、グローバル企業におけるリスク分散やサプライ
チェーンマネジメントの効率化を求める傾向が高まっ
ているが、この点においてさまざまなメリットがある
コロンビアはまさに海外進出・移転先として理想的な
国である」と自信を持って述べており、事実、一連の
取り組みによりその認識は高まっていると言える。

17の貿易協定・16億人超の消費者

現在までにニアショアリングのポテンシャルが確認
された多国籍企業は957社にのぼり、そのうち約800社
へのコンタクトが完了。その過程において、投資にメ
リットがあるコロンビアのセクターや地域の情報が世

ラテンアメリカのハブ拠点として
アジア企業が注目するコロンビア

PROCOLOMBIA（コロンビア投資貿易観光振興機構）
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界各国の多くの企業に提供されると、アグリビジネス、
インダストリー4.0、建設、化学・製薬、ファッション、
テクノロジーなど多岐にわたる分野の149社が関心を
示し、すでに54社が正式に投資を発表している。

これらの企業がコロンビアを貿易拠点としての利点
を見出す背景には、主要経済国・地域との間で締結さ
れた17の貿易協定の存在もある。貿易協定が結ばれた
国・地域の16億人を超える消費者に有利な条件でアク
セスでき、国を跨いだバリューチェーンの構築が可能
となっているためだ。

モンスター・ラボがボゴタに拠点新設

実際にニアショア開発を目的として、アジアに本社
を持つ企業がコロンビアに進出した事例に、デジタル
コンサルティングサービスを提供する日系企業モンス
ター・ラボの投資がある。グローバルにビジネスを展
開する同社は、北米市場における競争力と顧客サービ
スの向上を図るため、昨年、首都ボゴタに「モンス
ター・ラボ コロンビア」を新設。他のラテンアメリカ
諸国の中からコロンビアを選んだ理由として、米国と
の文化的な互換性があることや、同社のアメリカ拠点
が優秀なコロンビア人エンジニアを同じタイムゾーン
で活用できることに加え、スマートフォン所有率の高
さやeコマース市場の堅調な成長、スタートアップに対
する政府の手厚い支援、豊富なインキュベーターおよ
びアクセラレーターの存在などを挙げている。特に、
卓越した技術を持つ人材が豊富な点は、コロンビアが
ラテンアメリカにおける新興テクノロジーのハブとし
て注目される大きな要因となっている。

ニアショアリング開拓が期待されるセク
ター

コロンビアのニアショアリング戦略は米州開発銀行
の支援対象となっており、12億5,000万ドルの融資が
決定していることも特筆すべき点である。

コロンビアはこれまでに、食品・飲料やプラスチッ
ク製品といった製造業からソフトウェア等のICT分野
に至るまで、すでに多様な外国企業の進出先となって
きたが、製薬、衣類・履物、繊維、自動車産業をはじ
め、今後さらに多くのセクターでニアショアリング開
拓が期待される。

投資インセンティブ

以下、投資・ニアショアリングとしてコロンビア進
出する企業が受けられる主なインセンティブを紹介し
たい。

・メガインベストメント：400件以上の直接雇用
を伴う、３億ドル以上の新規投資を行う企業に与え
られるインセンティブで、法人税の減税（通常31％
→27％）、２年間の加速償却、配当金およびキャピ
タルゲインの非課税などの優遇措置が受けられる。
最先端・新興・エクスポネンシャルテクノロジー、e
コマース分野については、直接雇用の条件が250件
以上に緩和される。
・フリートレードゾーン（FTZ）：コロンビアの

FTZ制度は主に、複数の企業から成る常設FTZと、
社会的・経済的影響力の強いプロジェクトの実施を
目的とした単一法人FTZに大別される。いずれのタ
イプも法人税率は20％（通常31％）で、域内に輸入
される商品の関税が免除となるほか、FTZから第三
国への輸出も認められる。現在、国内には120カ所
のFTZが全国に点在し、これらのFTZから17の自
由貿易協定で結ばれた約60カ国、16億人以上の消
費者に有利な条件でアクセスすることができる。
・2019年法律2010号ー初職給与の支払い
に対する所得控除：初職として雇用した28歳未
満の従業員の給与について、法人税の申告時にその
支払いの120％相当を所得控除することができる。
最大控除額は１人につき約1170ドル/月まで。
・研究・技術開発・イノベーションへの投
資に対するインセンティブ：研究、技術開
発、イノベーションのために行った投資について
は、毎年、全額を所得控除することができる。さら
に、投資額の25％相当を所得税額から差し引くこ
とが可能。
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